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ナ
ツ

湖
東
先
生
、
聞
い
て

く
だ
さ
い
よ
。
今
年
の
申
告
は

コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
で
売
り
上
げ

が
大
幅
に
減
っ
て
、
赤
字
と
い

う
の
に
、
２０
万
円
以
上
の
消
費

税
を
払
わ
な
く
ち
ゃ
い
け
な
い

ん
で
す
よ
。
赤
字
で
も
納
め
な

き
ゃ
な
ら
な
い
消
費
税
っ
て
、

本
当
に
お
か
し
い
。

湖
東

国
税
の
新
規
滞
納
額

で
一
番
多
い
の
は
消
費
税
で
す

（
図
１
）
。
そ
も
そ
も
膨
大
な

滞
納
額
を
生
み
出
す
消
費
税
は

欠
陥
税
制
な
ん
で
す
よ
。

ナ
ツ

社
会
保
障
の
た
め
に

消
費
税
は
必
要
と
思
っ
て
い
る

人
も
い
る
で
し
ょ
う
。
で
も
、

民
商
で
学
習
す
る
と
、
消
費
税

が
導
入
さ
れ
て
か
ら
社
会
保
障

が
充
実
す
る
ど
こ
ろ
か
、
社
会

保
障
は
改
悪
さ
れ
て
い
ま
し
た

（
表
１
）
。
消
費
税
導
入
以
前

の
１
９
８
８
年
と
２０
年
を
比
較

す
る
と
、
国
民
健
康
保
険
（
国

保
）
料
・
税
（
一
人
平
均
）
は

５
万
６
３
７
２
円
か
ら
９
万
２

３
３
円
に
値
上
げ
さ
れ
、
病
院

に
払
う
医
療
費
は
１
割
負
担
が

３
割
負
担
に
。
国
民
年
金
の
保

険
料
（
月
額
）
は
７
７
０
０
円

が
１
万
６
６
１
０
円
と
２
倍
以

上
も
上
が
っ
て
、
厚
生
年
金
の

支
給
開
始
年
齢
も
６０
歳
か
ら
６５

歳
に
引
き
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。

湖
東

そ
う
な
ん
で
す
よ
。

こ
れ
ま
で
消
費
税
は
、
社
会
保

障
費
に
ほ
と
ん
ど
使
わ
れ
て
い

な
い
ん
で
す
よ
。

消
費
税
法
に
は
「
消
費
税
は

…
…
医
療
及
び
介
護
の
社
会
保

障
給
付
並
び
に
少
子
化
に
対
処

す
る
た
め
の
施
策
に
要
す
る
経

費
に
充
て
る
も
の
と
す
る
」（
１

条
２
項
）と
書
い
て
あ
り
ま
す
。

こ
の
条
文
を
見
る
と
、
消
費
税

は
全
て
社
会
保
障
費
に
充
て
ら

れ
て
い
る
と
錯
覚
さ
せ
ら
れ
ま

す
が
、
ご
ま
か
さ
れ
て
は
い
け

ま
せ
ん
。

ナ
ツ

ど
う
い
う
こ
と
で
す

か
？

コ
ロ
ナ
禍
の
中
で
、
消
費
税
の
負
担
が
重
く
の
し
か
か
っ
て
い
ま
す
。
５
年
前
に
カ
フ
ェ
を

開
業
し
、
民
主
商
工
会
（
民
商
）
に
入
会
し
た
ナ
ツ
さ
ん
も
、
悲
鳴
を
上
げ
て
い
ま
す
。
「
消

費
税
は
本
当
に
社
会
保
障
の
た
め
に
使
わ
れ
た
の
？

教
え
て
、
湖
東
先
生
」
―
。
元
静
岡
大

学
教
授
の
湖
東
京
至
税
理
士
が
ナ
ツ
さ
ん
の
疑
問
に
答
え
ま
す
。

湖
東

消
費
税
は
社
会
保
障

の
た
め
に
だ
け
使
わ
れ
る
目
的

税
で
は
な
く
、
所
得
税
や
法
人

税
と
同
じ
一
般
財
源
と
し
て
、

全
て
の
歳
出
予
算
に
充
て
ら
れ

る
税
金
な
の
で
す
。
そ
れ
な
の

に
消
費
税
法
に
「
社
会
保
障
に

充
て
る
も
の
と
す
る
」
と
書
い

た
の
は
、
国
民
を
だ
ま
す
た
め

で
す
。
一
般
財
源
で
あ
る
こ
と

は
、
政
府
の
歳
入
・
歳
出
の
説

明
か
ら
も
明
ら
か
で
す
（
図

２
）
。

ナ
ツ

じ
ゃ
、
消
費
税
は
社

会
保
障
の
た
め
に
使
わ
れ
て
な

い
ん
で
す
か
？

湖
東

そ
の
証
拠
を
示
し
ま

す
。
消
費
税
が
導
入
さ
れ
る
前

の
１
９
８
８
年
度
と
８９
年
度
予

算
の
社
会
保
障
費
と
税
収
を
比

較
す
る
と
（
表
２
）
、
８９
年
度

の
消
費
税
収
は
３
・
３
兆
円
。

８８
年
度
の
社
会
保
障
費
は
１０
・

１
兆
円
で
、
８９
年
度
は
１０
・
４

兆
円
で
０
・
３
兆
円
し
か
増
え

て
い
な
い
の
で
、
消
費
税
が
社

会
保
障
費
に
ほ
と
ん
ど
使
わ
れ

ず
、
国
債
発
行
額
減
少
や
、
増

加
す
る
一
般
歳
出
に
使
わ
れ
た

こ
と
が
分
か
り
ま
す
。

消
費
税
が
３
％
↓
５
％
の
９６

年
度
と
９７
年
度
（
表
３
）
、
５

％
↓
８
％
の
１３
年
度
と
１４
年
度

（
表
４
）
を
比
べ
て
も
、
消
費

税
収
入
が
３
・
２
兆
円
（
９７
年

度
）
、
５
・
２
兆
円
（
１４
年
度
）

と
増
え
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

社
会
保
障
費
は
０
・
２
兆
円（
９７

年
度
）
、
１
・
４
兆
円
（
１４
年

度
）
の
増
加
に
と
ど
ま
り
ま
し

た
。

ナ
ツ

じ
ゃ
、
社
会
保
障
費

は
何
で
ま
か
な
わ
れ
て
い
る
の

で
す
か
？

湖
東

そ
れ
を
明
ら
か
に
す

る
た
め
、
消
費
税
導
入
か
ら
２０

年
ま
で
の
３１
年
間
の
税
収
等
の

歳
入
合
計
と
社
会
保
障
費
合
計

を
比
較
し
ま
す
。

消
費
税
や
法
人
税
、所
得
税
、

そ
の
他
の
税
と
国
債
発
行
額
の

３１
年
間
の
合
計
は
２
５
８
３
・

９
兆
円
。
一
方
、
社
会
保
障
費

の
合
計
額
は
６
８
８
・
３
兆
円

で
す
か
ら
、
３
３
９
兆
円
の
消

費
税
だ
け
で
は
到
底
ま
か
な
え

ま
せ
ん
ね
。
社
会
保
障
費
を
ま

か
な
っ
た
主
要
財
源
は
、
何
と

９
４
７
・
７
兆
円
（
歳
入
合
計

の
３６
・
７
％
）
の
国
債
だ
っ
た

の
で
す
（
表
５
）
。

ナ
ツ

え
っ
、
そ
う
だ
っ
た

ん
で
す
か
。
び
っ
く
り
で
す
。

湖
東

し
か
も
で
す
ね
、
社

会
保
障
給
付
を
支
え
て
い
る
の

は
消
費
税
じ
ゃ
な
く
、
皆
さ
ん

が
負
担
し
て
い
る
社
会
保
険
料

な
ん
で
す
よ
。

消
費
税
が
導
入
さ
れ
た
８９
年

度
の
社
会
保
障
給
付
額
は
、
８８

年
度
の
４２
・
４
兆
円
か
ら
４５
・

０
兆
円
と
２
・
６
兆
円
増
え（
表

６
）
、
そ
の
分
の
財
源
は
国
民

負
担
増
（
２
・
８
兆
円
）
で
ま

か
な
わ
れ
、
消
費
税
を
含
む
公

費
負
担
は
１６
・
２
兆
円
か
ら
１５

・
３
兆
円
へ
と
、
逆
に
減
っ
て

い
ま
す
。

３
％
↓
５
％
の
９６
年
度
と
９７

年
度
、
５
％
↓
８
％
の
１３
年
度

と
１４
年
度
、
８
％
↓
１０
％
の
１８

年
度
と
２０
年
度
（
１９
年
１０
月
か

ら
引
き
上
げ
ら
れ
た
た
め
、
１０

％
が
１
年
間
に
及
ぶ
２０
年
度
と

比
較
）
を
比
べ
て
み
て
も
、
公

費
負
担
は
０
・
４
兆
円
増
（
９７

年
度
）
、
１
・
６
兆
円
増
（
１４

年
度
）、
ゼ
ロ（
２０
年
度
）と
、

微
増
か
同
額
な
の
で
す
。

結
論
と
し
て
言
え
る
こ
と

は
、
社
会
保
障
給
付
を
支
え
て

い
る
の
は
国
民
負
担
が
断
ト
ツ

と
い
う
こ
と
で
す
。
つ
ま
り
、

皆
さ
ん
が
払
っ
て
い
る
社
会
保

険
料
や
年
金
保
険
料
、
介
護
保

険
料
な
ど
に
よ
っ
て
支
え
ら
れ

て
い
る
の
で
す
。

ナ
ツ

「
消
費
税
に
よ
っ
て

社
会
保
障
は
支
え
ら
れ
て
い

る
」
と
い
う
の
は
間
違
い
？

「
消
費
税
を
増
税
し
な
け
れ
ば

社
会
保
障
は
ま
か
な
え
な
い
」

と
い
う
の
も
、
う
そ
な
ん
で
す

ね
。
コ
ロ
ナ
禍
で
、
こ
の
先
、

事
業
を
続
け
ら
れ
る
の
か
、
中

小
業
者
は
崖
っ
ぷ
ち
で
す
よ
。

消
費
税
は
減
税
す
べ
き
だ
わ
。

湖
東

そ
う
で
す
ね
。
コ
ロ

ナ
禍
の
緊
急
経
済
対
策
と
し
て

世
界
で
５６
の
国
と
地
域
が
日
本

の
消
費
税
に
当
た
る
付
加
価
値

税
を
引
き
下
げ
て
い
ま
す
。

諸
外
国
で
は
、
コ
ロ
ナ
禍
で

法
人
税
引
き
上
げ
の
動
き
も
あ

り
ま
す
。
イ
ギ
リ
ス
で
は
、
半

世
紀
ぶ
り
に
大
企
業
向
け
の
法

人
税
率
を
現
行
の
１９
％
か
ら
２５

％
に
引
き
上
げ
る
（
２３
年
４
月

か
ら
）
こ
と
を
発
表
。
ア
メ
リ

カ
の
バ
イ
デ
ン
大
統
領
も
連
邦

法
人
税
率
を
現
行
の
２１
％
か
ら

２８
％
へ
の
引
き
上
げ
を
提
案

し
、イ
エ
レ
ン
米
財
務
長
官
は
、

各
国
の
法
人
税
引
き
下
げ
競
争

を
終
わ
ら
せ
、
Ｇ
２０
が
協
力
し

て
共
通
の
最
低
税
率
を
設
け
る

国
際
的
な
取
り
組
み
を
呼
び
掛

け
て
い
ま
す
。

日
本
で
は
、
菅
政
権
は
法
人

税
引
き
上
げ
や
消
費
税
引
き
下

げ
に
背
を
向
け
て
い
ま
す
が
、

消
費
税
引
き
下
げ
は
野
党
だ
け

で
な
く
、
自
民
党
内
か
ら
も
声

が
上
が
っ
て
い
ま
す
。

ナ
ツ

消
費
税
５
％
へ
の
引

き
下
げ
を
求
め
る
緊
急
署
名
を

も
っ
と
た
く
さ
ん
集
め
る
こ
と

で
す
ね
。

湖
東

民
商
の
皆
さ
ん
の
出

番
で
す
。
消
費
税
を
減
税
・
廃

止
さ
せ
る
た
め
、
一
緒
に
頑
張

り
ま
し
ょ
う
。

図
書
館
記
念
日

４
月
３０
日
は
「
図
書
館
記

念
日
」
。
１
９
５
０
年
の
こ

の
日
、
図
書
館
法
が
公
布
さ

れ
、
真
の
近
代
的
な
公
共
図

書
館
の
時
代
を
迎
え
た
こ
と

を
記
念
し
、
７１
年
１１
月
、
全

国
図
書
館
大
会
で
採
択
さ
れ

た
。
戦
前
の
図
書
館
が
思
想

統
制
や
国
民
教
化
の
色
合
い

が
濃
く
、
無
料
公
開
の
原
則

も
な
か
っ
た
こ
と
へ
の
反
省

か
ら
、
戦
後
の
図
書
館
は
一

般
市
民
の
利
用
と
、
そ
の
教

養
に
資
す
る
こ
と
な
ど
を
図

書
館
の
目
的
に
定
め
た
。
７２

年
以
降
、
図
書
館
記
念
日
ポ

ス
タ
ー
が
掲
示
さ
れ
、
続
く

５
月
１
日
〜
３１
日
は
図
書
館

振
興
の
月
に
な
っ
て
い
る
。

３
密
対
策

店
で
常
時
換
気
も
し
て
い

る
が
、
顧
客
に
う
ま
く
ア
ピ

ー
ル
で
き
て
い
な
い
―
。
㈱

Ｉ
ｏ
Ｔ
Ｂ
ａ
ｎ
ｋ
「
全
国
の

店
舗
・
施
設
オ
ー
ナ
ー
の
３

密
対
策
に
関
す
る
意
識
調

査
」
（
３
月
中
旬
、
全
国
１

千
店
舗
・
施
設
）
。
飲
食
店

の
３
密
対
策
は
、
換
気
扇
を

使
う
６４
・
０
％
、
座
席
数
を

減
ら
す
４２
・
４
％
、
席
の
間

隔
・
通
路
の
幅
を
広
げ
る
４１

・
０
％
が
ト
ッ
プ
ス
リ
ー
。

全
体
で
約
７
割
が
換
気
を
常

時
行
っ
て
い
る
も
の
の
、
顧

客
に
う
ま
く
ア
ピ
ー
ル
で
き

て
い
る
対
策
は「
特
に
な
し
」

が
最
多
で
約
６
割
の
結
果

に
。
室
内
の
二
酸
化
炭
素
濃

度
を
計
測
で
き
る
Ｃ
Ｏ
２

セ

ン
サ
ー
を
使
い
た
い
飲
食
店

は
５４
・
３
％
。
３
密
対
策
が

売
り
上
げ
に
影
響
し
て
い
る

と
回
答
し
た
飲
食
店
は
５９
・

４
％
を
占
め
た
。

看
護
師

コ
ロ
ナ
患
者
に
直
接
関
わ

る
か
ど
う
か
に
関
係
な
く
、

看
護
師
の
９
割
超
が
ス
ト
レ

ス
を
感
じ
て
い
る
―
。
レ
バ

レ
ジ
ー
ズ
メ
デ
ィ
カ
ル
ケ
ア

㈱
「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス

感
染
症
拡
大
を
受
け
て
の
ス

ト
レ
ス
に
関
す
る
実
態
調

査
」
（
２
〜
３
月
、
「
看
護

師
の
お
仕
事
」
に
登
録
す
る

看
護
師
９
２
０
人
）。
病
院
、

介
護
施
設
、通
所
介
護
施
設
、

訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の

順
に
ス
ト
レ
ス
を
感
じ
て
い

る
割
合
が
高
く
、
う
ち
病
院

と
介
護
施
設
で
働
く
看
護
師

の
３
割
超
が
「
現
職
を
辞
め

た
い
」
と
回
答
し
た
。

海
外
で
も
夜
の
飲
食
店
は

大
打
撃
を
受
け
て
い
る
。
例

え
ば
、
ス
ナ
ッ
ク
と
同
様
、

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の
集
い
の

場
と
な
っ
て
い
る
イ
ギ
リ
ス

の
パ
ブ
。昨
年
５
月
段
階
で
、

秋
ま
で
に
は
全
国
４
万
７
千

店
の
う
ち
、
４
割
が
閉
店
す

る
可
能
性
が
あ
る
と
い
う
記

事
が
出
て
い
た
（
「
毎
日
」

５
月
９
日
付
）
。

こ
の
時
点
で
は
、
９
月
ま

で
に
２
万
店
近
く
が
閉
店
に

追
い
込
ま
れ
、
パ
ブ
で
働
く

２３
万
人
の
雇
用
が
失
わ
れ
る

可
能
性
が
あ
る
と
い
う
試
算

も
出
さ
れ
て
い
た
の
だ
っ

た
。
そ
の
後
、
イ
ギ
リ
ス
は

日
本
と
は
比
べ
も
の
に
な
ら

な
い
厳
し
い
コ
ロ
ナ
禍
に
見

舞
わ
れ
続
け
、
実
に
長
い
ロ

ッ
ク
ダ
ウ
ン
の
下
に
置
か
れ

続
け
て
い
る
。

最
近
、
こ
の
コ
ロ
ナ
下
の

パ
ブ
に
つ
い
て
非
常
に
興
味

深
い
論
文
が
発
表
さ
れ
た
の

で
、
そ
れ
を
か
い
つ
ま
ん
で

紹
介
し
た
い
。
ロ
ン
ド
ン
・

ス
ク
ー
ル
・
オ
ブ
・
エ
コ
ノ

ミ
ク
ス
の
ダ
イ
ア
ン
・
ボ
レ

ッ
ト
氏
は
最
近
、
「
孤
独
な

の
ん

べ

え

呑
兵
衛
：
地
域
の
社
会
文
化

的
荒
廃
と
極
右
の
伸
張
―
―

廃
業
に
追
い
込
ま
れ
る
イ
ギ

リ
ス
の
パ
ブ
を
事
例
に
」
と

い
う
論
文
を
、
比
較
政
治
学

の
国
際
ジ
ャ
ー
ナ
ル
に
投
稿

し
、
評
判
を
博
し
た
。

そ
の
内
容
は
、
地
域
に
お

け
る
パ
ブ
の
閉
店
は
人
々
の

社
会
的
孤
立
を
引
き
起
こ

し
、
イ
ギ
リ
ス
の
労
働
者
階

級
の
生
活
条
件
の
悪
化
の
シ

グ
ナ
ル
に
な
っ
て
い
る
と
い

う
も
の
だ
。
実
に
興
味
深
い

こ
と
に
、
パ
ブ
が
地
域
か
ら

姿
を
消
す
こ
と
に
よ
っ
て
、

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の
ハ
ブ
と

な
る
場
所
が
失
わ
れ
、
そ
の

帰
結
と
し
て
イ
ギ
リ
ス
独
立

党（
Ｕ
Ｋ
Ｉ
Ｐ
、
右
翼
政
党
）

へ
の
投
票
行
動
が
促
進
さ
れ

る
と
い
う
の
で
あ
る
。

こ
の
論
文
は
、
複
雑
な
統

計
学
を
駆
使
し
た
極
め
て
専

門
的
な
も
の
な
の
だ
が
、
結

論
は
き
わ
め
て
明
瞭
で
、
人

々
の
「
夜
の
社
交
」
を
支
え

る
場
所
が
失
わ
れ
る
こ
と

は
、
実
は
政
治
的
に
も
大
き

な
イ
ン
パ
ク
ト
を
持
つ
と
い

う
、
極
め
て
シ
ン
プ
ル
な
指

摘
を
行
っ
て
い
る
の
で
あ

る
。イ

ギ
リ
ス
で
は
「
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
ー
の
中
心
が
永
遠
に

う
し
な喪
わ
れ
る
こ
と
に
な
り
、
結

果
と
し
て
多
く
の
人
の
幸
福

に
計
り
知
れ
な
い
損
失
を
も

た
ら
す
こ
と
に
な
る
」
と
主

張
さ
れ
た
が
、
日
本
に
お
け

る
ス
ナ
ッ
ク
の
廃
業
は
、
ど

の
よ
う
な
意
味
を
持
つ
こ
と

に
な
る
の
だ
ろ
う
か
。

経営・要求運動

７０

「
夜
の
社
交
」失
う
意
味
は

コ
ロ
ナ
禍
で
の
飲
食
店
の

廃
業
は
ど
ん
な
影
響
を
及

ぼ
す
の
で
し
ょ
う
か
（
写

真
と
記
事
は
関
係
あ
り
ま

せ
ん
）




